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Abstract
In 1936, lectures on Japanese culture (Nippon Bunka Kogi) were mandated by the Ministry of Education for compulsory 
subjects at national universities, senior high schools, and technical schools that were under the direct control of the 
ministry. Further to this, the ministry strongly recommended that private universities, senior high schools, and technical 
schools should conduct lectures about Japanese culture. The objective of this paper is to examine how private 
universities in the Tokyo region during wartime responded to the ministry’s recommendation to conduct these lectures 
on Japanese culture. 
The responses of each private university to the aforementioned recommendation were varied. It would appear that 
lectures on Japanese culture were not always effective at private universities in the Tokyo region during wartime.    
キーワード；日本文化講義，教学刷新，思想善導，戦時期の私立大学 
Keyword； lecture on Japanese culture (Nippon Bunka Kogi) , revision of education and study, thought guidance,      
           private universities of wartime Japan  
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鑑ミ」（昭和 17 年４月 28 日付けの発指１号通牒）、
「大東亜戦争ノ完遂大東亜共栄圏建設ニ邁進シツツ





































































は昭和 12 年度と 13 年度の日本文化講義実施状況に
ついて文部省・教学局が各校に通牒を送り照会を行
った。すなわち昭和 12 年度については 13 年３月８
日付けの発指 17 号通牒「日本文化講義実施状況報告
ニ関スル件」が、昭和 13 年度については 14 年５月
１日付けの発指 19 号通牒「日本文化講義実施状況照
会ノ件」が私立の高等教育機関宛てに送付された。
このうち昭和 12 年度については更に 13 年５月 17












































































































































































































和 12 年 11 月 24 日に第三回として文学博士・山田孝
雄による「我ガ国体ノ本義」のみが報告されている




ており（31 頁）、『中央大学新聞』第 138 号（昭和 12
年 12 月 25 日）でも２面で「文化講義講演会」の見
出しとともに水野の講演を紹介している。 






















＜昭和 15 年度＞ 
『中央大学々報』『中央大学新聞』には昭和 14 年
度の日本文化講義の実施を伝える記事は掲載されて















号（通巻第 86 号、昭和 19 年５月）まで、また『中



















年度 実施日 対象学生・生徒 講師肩書き 講師名 演題
９月19日 学部１年 日本医科大学教授 二木　謙三 （未記載）
９月18日 学部２年 日本医科大学教授 二木　謙三 （未記載）
10月１日 学部３年 日本医科大学教授 二木　謙三 （未記載）














予科３年 日本医科大学教授 二木　謙三 （未記載）
12 （未記載） （未記載） 日本医科大学教授 二木　謙三 （未記載）
６月18日 予科 東大文学部長 今井　登志喜 日本文化の特色
９月19日 学部３・４年 日本医科大学教授 二木　謙三 （未記載）
９月26日 学部２年 日本医科大学教授 二木　謙三 （未記載）




























学部各学年 年三回 毎学期一回 一回二
時間 































































































































































り昭和 11～17 年度において 10 件の実施事例を確認
することができた。 
＜昭和 11 年度＞ 
成城高等学校で日本文化講義が実施されたのは昭
和11年12月７日であった。『成城だより』第２号（昭
































年度 実施日 対象学生・生徒 講師肩書き 講師名 演題













11月１日 （未記載） 京大経済学部長 高田　保馬 日本民族と経済
14 11月13日 （未記載） 東大美術史助教授 兒島　喜久雄 （未記載）
15 10月11日 （未記載） （未記載） 中村　孝也 日本生活の性格
16 ５月１日 （未記載） （未記載） 桑木　嚴翼　 科学と文化
５月１日 （未記載） （未記載） 本位田　祥男 大東亜の建設










＜昭和 12 年度＞ 
昭和12年度にはまず12年５月26日に東京帝大史
料編纂官・渡辺世祐による講演「日本国民性の特質」















































































また、昭和 13 年度は 11 月１日に高田保馬による
「日本民族と経済」という演題の日本文化講義も実
施された。『成城だより』では第 10 号（昭和 13 年
12 月 22 日）の重要日誌抄に簡単にしか記されてい























『成城学園時報』第 107 号（昭和 14 年 11 月 13
日）によれば昭和 14 年 11 月 13 日から 18 日までの
６日間が学園の文化週間であり、その第１日である

















第 13 号（昭和 14 年 12 月 22 日）の１面「重要日誌
抄」に「児島喜久雄氏講演」としか書かれていなか
った。 
＜昭和 15 年度＞ 
昭和 15 年度以降の日本文化講義については『成城
学園時報』に記事を見つけることはできなかった。
『成城だより』第 15 号（昭和 16 年２月３日）１面
にある「重要日誌抄」の 10 月 11 日の箇所に「日本
文化講義、中村孝也氏「日本生活の性格」（高）」と
いう記述を見出すのみであり、詳細は不明である。 
＜昭和 16 年度＞ 
昭和 16 年５月１日の桑木嚴翼「科学と文化」は『成









＜昭和 17 年度＞ 
昭和 17 年度については詳細不明ながら『成城だよ





















年度 実施日 対象学生・生徒 講師肩書き 講師名 演題
13 ６月８・17日 （未記載） 文学博士 佐佐木　信綱 良き師良き弟子
14 11月18・24日 （未記載） （未記載） 田邊　尚雄
日本を中心とした東洋音
楽の系統
15 11月20・22日 （未記載） （未記載） 原　富男 支那思想及日本精神
６月14日 （未記載） （未記載） 柳田　國男 歴史研究ノ一方法







＜昭和 13 年度＞ 
東京女子大学学友会が昭和12年10月10日から発
行を開始した学生新聞『東京女子大学々報』の第７


























＜昭和 14 年度＞ 


















11 月 18 日、24 日の記述では日本文化講演ではなく
「日本文化講義」と書かれており、演題は「日本ヲ
中心トシタル東洋音楽ノ系統」となっていた。 
＜昭和 15 年度＞ 
昭和 15 年度の日本文化講義については『東京女子








京女子大学』の 11 月 20 日、22 日に記述があった。 
＜昭和 16 年度＞ 









すなわち昭和 16 年６月 14 日に「午後一時十分全校
出席 午後四時三十分講演終了／日本文化講義／
「歴史研究ノ一方法」 柳田国男氏」という記述が、





















沢大学新聞』の第 36 号（昭和 11 年 10 月 14 日）か














































































か掲げられている。第 87 号（昭和 11 年７月 25 日）


























和 16 年６月 25 日）１面の「学生暦」には「〔六月〕
二十八日 文化講義（未定）」と、また第 146 号（昭























『昭和 11 年４月起 文部省関係書類 教務課』、
『昭和 13 年４月起 文部省関係書類 教務課』、

































































講義の実施事例（昭和 12 年度） 




































































陸軍歩兵大佐 粟飯原  秀 戦場の思ひ出
2月16日 高等師範部300、計300 國學院大學講師 小野　祖教 神道に関する講話












11 年４月起 文部省関係書類 教務課』 
 










































































講義の実施事例（昭和 13 年度） 














































































































































































































５月27日 歯科生徒１、２年約300名 海軍中佐 相　德一郎
海軍記念日ニ於ケル軍事
講演


























































年３月 23 日）、「二〇一 日本文化講義実施状況調査



























10月５日 学部３年及専門部３年180名 （未記載） 藤山　愛一郎 時局に関する感想

































































の簿冊を閲覧したところ、『昭和 13 年度 報告書






























































































（資料）上智大学史資料室所蔵『昭和 13 年度 報告
書綴』、『昭和 14 年度 報告書綴』 
 
①式典・参拝などの諸行事 































月 30 日）、「日本精神に就いて」（２月 17 日）のよう
に日本文化講義らしい演題の講演も行われていた。 
＜昭和 13 年度＞ 














年度 実施日 対象学生・生徒 講師肩書き 講師名 演題























６月11日 大学部及予科の学生・生徒全体 （未記載） （未記載） 時局ニ対スル所感







11月10日 大学部及予科の学生・生徒全体 陸軍少将 福島　戌 尼港事件当時ノ追憶










２月18日 大学部及予科の学生・生徒全体 文学博士 平泉　澄 日本精神に就いて

















































     毎週二時間 
     講師   文学博士  井上哲次郎 
 昭和十三年度ニ於ケル予科ノ日本文化講義 
      予科二年 
     毎週一回一時間 
     講師   予科長   栄田猛猪 
     講義要項 
      国体ノ本義内容及明治天皇御製謹話 
      予科一年 
      一定時間ノ定メナク教授、講師ノ休
講アル際ニハ之ヲ利用シテ随時講話 
         （予科ニ於テハ休講ナク万一講師、教授




















































記事録 自昭和４年 11 月至昭和 21 年８月』や『専
修大学経済新聞』（戦時期は昭和 19 年４月１日の第
232 号まで所蔵、ただし、欠号も多い）、『経済法律















































   日本文化講義実施状況報告ニ関スル件回答 








治学院学報』（第 128 号（昭和 18 年９月 20 日）まで
明治学院大学図書館に所蔵）では日本文化講義の実
施に関する記事は確認できなかった。 
ただし、『明治学院高商時報』第 63 号（昭和 12
年 10 月 20 日）には国民精神総動員強調週間におい


















































12 年 12 月）の塾報欄には大学予科報告として国民
精神総動員強調週間の第１日に当たる昭和 12 年 10
月 13 日に野村海軍大将の講演が開かれたという記
事がある。また、同誌第 485 号（昭和 13年１月）に
は時局講演会が青木陸軍大佐（昭和12年９月17日）、
森海軍大佐（同 10 月 19 日）、慶應義塾評議員津田信






















後身『明治大学新聞』（昭和 16 年５月～20 年 12 月

















10 月１日の第 176 号まで発行）にも日本文化講義に
関する記事は出ていなかった。 
青山学院内における行事が掲載されている『学内
広報』（昭和 20 年４月 29 日の第 277 号まで発行あ
り）や『青山学院週報』（昭和 20 年５月 19 日の第
497 号まで終戦前に発行）、青山学院の理事会記録
（自昭和 12 年３月至同 17 年３月）のいずれにおい
ても日本文化講義に関する記述は確認できなかった。 



































































































あり、昭和 11（1936）年９月 10 日の実施であった。
日本医科大学が日本文化講義を初めて実施したのは















































































































































































































は言い難い。昭和 13 年３月８日付け発指 17 号通牒
に対する各大学の回答文書の日付は拓殖大学が３月























































－５・６参照）のうち、昭和 12 年９月 14～21 日の
総長・田中穂積による「時局に関する訓話」、昭和





和 62 年）の「第四十八表 科外講義（昭和六年四月
―十八年十二月）」の一覧の中に掲載されている40）。 
また、文部当局に報告されたこれらの日本文化講
義は昭和 13 年２月 17 日の早稲田大学教授・松永材







































































































頼申上候也」と手書きで書かれている。「政 法 文 







































































































































昭和 12 年１月 19 日）、田辺尚雄「レコードによる東
洋音楽解説」（音楽部、昭和 12 年 10 月９日）、河野
省三「時局と武士道」（道義学会、昭和 13 年 11 月
12 日）、下村海南（宏）「世界状勢ヨリ見タル日本教
育」（教育研究会、昭和 14 年 10 月 14 日）、村岡典嗣
























第 189 号（昭和 15 年２月１日）によれば、専修大学
では昭和 15（1940）年１月 23～26 日に国防意識の
普及を目指して「国防学生講座」を開催し、軍関係
者による講演が連日行われていた。 


































































































































































































成 20 年）20 頁 
２）『教学刷新評議会資料（下巻）』（芙蓉書房出版、







―」（同第 61巻第１号、平成 28 年９月）、同「『中
外日報』紙に見る戦時期の「日本文化講義」」（同
第 62 巻第１号、平成 29年９月）。これらの拙稿
はそれぞれ以下の URL で閲覧可能である。 
http://www.oit.ac.jp/japanese/toshokan/tos
ho/kiyou/jinshahen/58-2/01j.pdf 
（2019 年５月 20 日閲覧） 
http://www.oit.ac.jp/japanese/toshokan/tos
ho/kiyou/2188-9007/60-1/01kamikubo.pdf





（2019 年５月 20 日閲覧） 
http://www.oit.ac.jp/japanese/toshokan/tos
ho/kiyou/2188-9007/62-1/62-1-01web.pdf 

















成 第９巻』405 頁 
８）文教研究会編『文教維新の綱領』（新紀元社、昭










11）この昭和 13 年５月 17 日付けの発指 17 号通牒を
確認できたのは、現時点では、専修大学総務部
大学資料課所蔵の『文部省関係雑書綴 自昭和
12 年３月至昭和 13 年 11 月』と明治学院歴史資









15 号通牒（昭和 12 年４月５日）や教学局長官
名の発指 19 号通牒（昭和 14 年４月５日）に加
え、講師選定に関する中央大学の稟議書や文部
省・教学局への実施状況の回答文書を画像で以
下の URL でアップロードしている。 
https://www.chuo-u.ac.jp/aboutus/history/h
istory_06/2ndww_hist_materials/materials_0
5/（2019 年５月 20 日閲覧） 
13）『中央大学々報』第 10 巻第２号（通巻第 52 号、
昭和 12 年７月）42 頁 
14）『中央大学々報』第 10 巻第４号（通巻第 54 号、
昭和 12 年 11 月）69 頁 
15）『中央大学々報』第 13 巻第２号（通巻第 70 号、







昭和 11 年 10 月～15 年９月）、③『日本医科大
学学友会報』（第 39～48 号、昭和 15 年６月～16
年５月）、④『日本医科大学殉公団時報』（第 49
～74 号、昭和 16 年６月～19 年５月。ただし、
第 57、72、73 号が欠号）。 
17）日本医科大学編輯『日本医科大学十五年記念誌』
（日本医科大学、昭和 15 年）144 頁 
18）前掲『日本医科大学十五年記念誌』363 頁 
19）『成城学園教育研究所研究年報 別巻 小宮資





















誠一編『遠山郁三日誌 1940～1943 年 戦時下
ミッション・スクールの肖像』（山川出版社、平
成 25 年）21 頁 



































































１巻』、早稲田大学、昭和 53 年、440 頁 
38）前掲『早稲田大学百年史 第１巻』820 頁 
39）早稲田の科外講義については早稲田大学史編纂
所編集『早稲田大学百年史 第３巻』（早稲田大

























47）『國學院雑誌』第 45 巻第２号（通巻 534 号、昭




64 巻第１号（平成 29 年度）41 頁 
49）前掲伊藤「戦時期の政府・大学関係――私立大
学における政策対応の諸相――」41 頁 
−34−
上久保　敏
